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★
決
し
て
争
っ
て
は
い
け
な
い

争
い
の
中

に
弱
い
も
の
の
生
き
る
場
は
な
い

★
親
個
人
が
い
か
な
る
主
義
主
張
が
あ
っ
て

も
、
重
症
児
・
者
運
動
に
参
加
す
る
者
は

党
派
を
超
え
る
こ
と

★
最
も
弱
い
も
の
を
一
人
も
も
れ
無
く
守
る

支
え
る

大

阪

府

重

症

心

身

障

害

児

・

者

を

支

え

る

会

全

国

重

症

心

身

障

害

児

者

を

守

る

会

大

阪

支

部

守る会三原則
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第１２回定期総会・記念講演開催

去
る
六
月
十
一
日
（
土
）
「
た
か
つ
ガ
ー
デ
ン
」

に
お
い
て
、
第
十
二
回
定
期
総
会
並
び
に
記
念
講
演

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

鈴
木
会
長
の
挨
拶
に
始
ま
り
、
来
賓
挨
拶
、
平
成

十
六
年
度
事
業
報
告
、
会
計
報
告
、
監
査
報
告
、
平

成
十
七
年
度
事
業
計
画
、
収
支
予
算
へ
と
議
事
を
進

行
し
、
各
議
案
と
も
出
席
者
の
承
認
を
得
、
成
立
し

ま
し
た
。

午
後
の
記
念
講
演
「
重
症
心
身
障
害
児
者
の
地
域

生
活
支
援
の
た
め
に
」
に
は
１
５
０
名
を
超
え
る
参

加
者
が
あ
り
ま
し
た
。
「
社
会
福
祉
法
人
十
愛
会

横
浜
療
育
医
療
セ
ン
タ
ー
」
増
渕
晴
美
氏
は
、
横
浜

療
育
医
療
セ
ン
タ
ー
の
役
割
と
こ
れ
か
ら
目
指
し
て

い
き
た
い
こ
と
に
つ
い
て
、
「
社
会
福
祉
法
人
愛
徳

福
祉
会

南
大
阪
療
育
園
新
施
設
開
設
準
備
委
員
長
」

児
玉
和
夫
氏
は
、
自
立
支
援
法
を
踏
ま
え
て
施
設
の

あ
り
方
に
つ
い
て
示
唆
に
富
ん
だ
お
話
を
さ
れ
ま
し

た
。別

室
で
は
障
害
の
あ
る
ご
本
人
を
対
象
と
し
た
上

映
会
等
の
催
し
が
和
気
あ
い
あ
い
と
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
別
室
の
体
制
を
充
実
し
て
、
多
く
の
当

事
者
・
家
族
に
参
加
し
て
頂
き
た
い
と
願
っ
て
お
り

ま
す
。

右：大阪市健康福祉局 障害者施策部
久保誠造施設整備担当課長

左：大阪市健康福祉局 障害者施策部
障害施設課 赤木智義担当係長

大阪府健康福祉部 障害保健福祉室

計画推進課 増井健人課長
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第１２回定期総会 記念講演

「重症心身障害児者の生活支援のために」

社会福祉法人十愛会 横浜療育医療センター 地域生活課 増渕晴美氏

横浜療育医療センターは、重症心身障害児者の入所、通所、訪問事業、外

来、入院を行う総合療育医療施設です。増渕氏は、この重心施設の機能を頼

りにどの様に地域を応援できるかを考えることが、地域生活課の仕事と話さ

れました。

「朋」に代表される訪問の家の事業実践は、重い障害を持った方を家族以

外の人がサポートすることで、在宅生活を支えようとするものです。そのために必要なものは作ってい

くという姿勢で、グループホームまで先駆的な役割を果たしてきました。

しかし、障害の重度化、医療的ケアの必要、家族の介護力の低下という現実は入院機能を持たない施

設では、生活の場としては限界があります。

地域で豊かに暮らしたいという重症児者の思いを受け止めて、横浜療育医療センターは、重症児者に

関係する外部の事業所（グループホーム、ホームヘルパー）・養護学校等に研修をすることで、重症児

者の活動が広がることを目指しています。又、入所施設では、きっちりとしたケアをするあまり、内に

内に向きがちですが、家族の関わりに近い関わり方でご本人が今まで活動してきたところを継続できる

ように、地域という視野を持つことが大切だということです。

福祉制度の激動期ですが、制度が変わっても重い障害を持つ方々にとって必要なこと、大事なことは

変わらない、そのことを考えて取り組んでいきたいと話されました。

「福祉施策の大変革とこれからの重心施設
大阪市の重心施設のめざすもの」

社会福祉法人愛徳福祉会 南大阪療育園新施設開設

準備委員長 児玉和夫氏

児玉先生は東京のむらさき愛育園施設長として長くご活躍され、様々な実

践の紹介がありました。

重症児施設は医療か？生活か？というのではなく、その任務と義務は、最

も困っている人から受け入れて、医療と看護を支えに豊かな生活を作ってい

くことであり、世界に冠たる重症心身障害児施設ではあるけれども、一度入ったらそのまま一生入りっ

ぱなしというのではなく、健康なら出る事を手助けするべきで、在宅、地域に開かれた施設であるべき

であると話されました。

障害福祉施策の大変革の中、平成１８年５月に施設体系の見直しがあり、新施設建設にあたって考え

なければならないことが多々あります。

しかし「制度は基準のためにあるのではありません。制度はあくまで、困っている方々に対してどう

いう手を差しのべるのかの為に作られるわけですから、変化に惑わされることなく、最も重い障害を抱

えた方々を医療面でも生活面でも、在宅、地域、施設を通じて支援していく取り組みを大阪市で作って

いくという基本に立脚して進むべしです。そのためにご家族、関係者と密接な協議を進め、大阪市のしっ

かりした関与も要請したい」と初心に帰ることに尽きると語られ、一同力づけられました。

増渕晴美氏

児玉和夫氏
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重
症
心
身
障
害
児
者
が
、
当
た
り
前
の
よ
う
に
暮
ら
せ
る
や

さ
し
い
地
域
作
り
を
目
指
し
、
設
立
一
〇
周
年
と
い
う
節
目
の

期
を
迎
え
ま
し
た
。
歳
月
の
重
さ
を
抱
き
、
基
本
理
念
、
並
び

に
活
動
方
針
に
従
い
、
次
の
よ
う
な
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

こ
の
度
、
大
阪
市
に
お
い
て
初
め
て
と
な
る
重
症
心
身
障
害

児
施
設
が
設
置
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
大
阪
市
分
会
が

大
阪
市
か
ら
依
頼
を
受
け
、
長
年
活
動
を
し
て
い
た
「
重
症
心

身
障
害
者
援
護
施
設
の
あ
り
方
」
が
検
討
会
を
経
て
よ
う
や
く

形
に
な
る
と
い
う
こ
と
か
ら
「
重
症
心
身
障
害
児
施
設
建
設
支

援
の
た
め
の
チ
ャ
リ
テ
ィ
絵
画
展
」
実
行
委
員
会
を
組
織
し
、

一
〇
月
に
開
催
し
ま
し
た
。
平
成
一
九
年
完
成
予
定
の
重
心
施

設
を
今
後
も
微
力
な
が
ら
全
力
で
応
援
し
ま
す
。

１
．
会
員
の
拡
大
の
た
め
の
事
業

◆
一
〇
周
年
記
念
事
業
に
際
し
て
、
当
会
の
紹
介
ビ
デ
オ
、
カ

ラ
ー
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
作
成
し
、
親
し
み
や
す
い
会
の
Ｐ
Ｒ
に

努
め
ま
し
た
。

２
．
一
〇
周
年
記
念
式
典
（
記
念
講
演
）
開
催

日

時
：
平
成
一
七
年
一
月
二
五
日(

火)

(

記
念
式
典
一
三:

〇
〇
〜
一
三:

三
〇)

(

記
念
講
演
一
三:

四
〇
〜
一
四:

五
〇)

会

場
：
阿
倍
野
区
民
セ
ン
タ
ー
（
大
ホ
ー
ル
）

講

師
：
浜
村

淳
氏

テ
ー
マ
：
「
人
・
街
・
夢
」

３
．
研
究
に
関
す
る
事
業

◆
重
症
心
身
障
害
児
者
の
地
域
生
活
支
援
に
関
す
る
講
演
会

「
重
症
心
身
障
害
児
者
の
地
域
生
活
支
援
」

平
成
一
六
年
一
一
月
一
日
（
月)

一
三:

三
〇
〜
一
六:

四
五

会
場
：
大
阪
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー

講
師
：
清
水

明
彦
氏
（
西
宮
市
社
会
福
祉
協
議
会

の
ま
ネ
ッ
ト
西
宮

セ
ン
タ
ー
長
）

梶
浦

一
郎
氏
（
社
会
福
祉
法
人
愛
徳
福
祉
会

理
事
長
）

＊
＊
守
る
会
近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
共
催
＊
＊

◆
重
症
心
身
障
害
児
（
者
）
在
宅
介
護
支
援
研
修
会

日
時
：
平
成
一
六
年
一
二
月
四
日
（
土
）
、
五
日
（
日
）

会
場
：
早
川
福
祉
会
館
、
ク
レ
オ
大
阪
南

４
．
交
流
事
業

◆
集
団
指
導
（
療
育
キ
ャ
ン
プ
）
の
中
で
交
流
会
を
実
施

兵
庫
県
淡
路
（
二
〇
〇
四
年
一
〇
月
二
三
〜
二
四
日
）

５
．
啓
発
事
業

◆
大
阪
府
と
の
懇
談
会
（
二
〇
〇
五
年
二
月
二
三
日
）

・
障
害
者
自
立
支
援
法
案
に
お
け
る
「
応
益
負
担
」
反
対
に
つ

い
て

・
居
宅
介
護
の
重
症
心
身
障
害
者
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
つ
い
て

・
重
心
対
応
が
で
き
る
ヘ
ル
パ
ー
の
養
成
に
つ
い
て

・
行
動
問
題
を
抱
え
る
方
の
専
門
ス
タ
ッ
フ
の
養
成
に
つ
い
て

・
入
所
者
が
帰
省
等
で
帰
宅
し
た
際
の
サ
ポ
ー
ト
に
つ
い
て

・
そ
の
他
前
年
度
よ
り
の
要
望
等
に
つ
い
て

◆
重
症
心
身
障
害
児
者
支
援
費
の
実
態
に
つ
い
て
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
を
行
い
ま
し
た
。

６
．
機
関
紙
の
発
刊

◆
機
関
紙
「
支
え
る
」
を
年
間
計
五
回
発
行
。

７
．
「
重
症
心
身
障
害
児
施
設
建
設
支
援
の
た
め
の
チ
ャ
リ
テ
ィ

絵
画
展
」
実
施

・
主

催
：
「
重
症
心
身
障
害
児
施
設
建
設
支
援
の
た
め
の
チ
ャ

リ
テ
ィ
絵
画
展
」
実
行
委
員
会

・
会

場
：
ア
ポ
ロ
ホ
ー
ル

・
来
場
者
：
１
，
１
８
５
名

一
〇
月
九
日(

土)

３
２
６
名
、

一
〇
月
一
〇
日(

日)

４
２
４
名
、
一
〇
月
一
一
日(

月)

４
３
５
名

・
収
益
金
：
２
，
５
０
１
，
５
６
９
円
（
経
費
を
差
引
）

２
，
５
０
１
，
５
６
９
円
を
社
会
福
祉
法
人

愛
徳
福
祉
会
（
理
事
長
梶
浦
一
郎
）
に
寄
附

・
協

力
：
ア
ー
ト
フ
ォ
レ
ス
ト

◆
◆
月
別
活
動
報
告
◆
◆

四

月

運
営
委
員
会

五

月

運
営
委
員
会

機
関
紙
「
支
え
る
」
発
行

六

月

運
営
委
員
会

第
一
一
回
定
期
総
会
（
四
日
）

記
念
講
演
会
（
四
天
王
寺
さ
ん
め
い
苑

さ
ん
め
い
会
共
催
）

守
る
会
創
立
四
〇
周
年
記
念
大
会
（
東
京
）

（
一
二
〜
一
三
日
）

七

月

運
営
委
員
会

機
関
紙
「
支
え
る
」
発
行

八

月

運
営
委
員
会

九

月

運
営
委
員
会

一
〇
月

運
営
委
員
会

機
関
紙
「
支
え
る
」
発
行

チ
ャ
リ
テ
ィ
絵
画
展
（
九
〜
一
一
日
）

集
団
指
導
療
育
キ
ャ
ン
プ
「
淡
路
」
（
二
三
〜
二
四
日
）

一
一
月

運
営
委
員
会

重
症
心
身
障
害
児
者
の
地
域
生
活
支
援
に
関
す
る

講
演
会
（
一
日
）

大
阪
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー

一
二
月

運
営
委
員
会

機
関
紙
「
支
え
る
」
発
行

一

月

運
営
委
員
会

設
立
一
〇
周
年
記
念
式
典
・
講
演
（
二
五
日
）

平
成
十
六
年
度
事
業
報
告

               収 　 　 　入 　 　 　 の 　 　 　部 　 　       　 　 支 　 　 　出 　 　 　の 　 　 　部
　 　     　 科 　 　 　 　 　 　目 金 　 　    額 　    　 　科 　 　 　 　 　 　目  金 　 　 　額
4 1会 　費 　収 　入 8 8 8 ,7 0 0 3 1事 　務 　費 　支 　出 1 ,2 6 8 ,3 3 7
　 0 1正 会 員 会 費 収 入 75 9 ,7 0 0 　 0 1職 員 俸 給 0
　 0 2協 力 会 員 会 費 収 入 12 9 ,0 0 0 　 0 2職 員 諸 手 当 0
4 2寄 付 金 収 入 56 5 ,0 0 0 　 0 3賃 　 　 　金 0
　 0 1寄 付 金 収 入 56 5 ,0 0 0 　 0 4法 定 福 利 費 0
4 3事 　業 　収 　入 2 5 6 ,1 7 0 　 0 5旅 　 　 　費 11 8 ,7 2 0
　 0 1バ ザ ー 収 入 0 　 0 6一 般 物 品 費 13 9 ,5 8 5
　 0 2そ の 他 の 事 業 収 入 25 6 ,1 7 0 　 0 7固 定 資 産 物 品 費 0
4 4補 助 金 収 入 0 　 0 8印 刷 製 本 費 13 0 ,3 8 1
　 0 1地 方 公 共 団 体 補 助 金 収 入 0 　 0 9光 熱 水 費 0
　 0 2公 益 事 業 補 助 金 収 入 0 　 1 0会 　議 　費 27 8 ,6 4 9
4 5本 部 助 成 金 収 入 81 2 ,4 9 8 　 1 1修 　繕 　費 0
　 0 1本 部 助 成 金 収 入 81 2 ,4 9 8 　 1 2役 　務 　費 55 0 ,7 6 0
4 6雑 　 　収 　 　入 1 1 8 ,2 1 0 　 1 3借 料 損 料 0
　 0 1雑 　 　収 　 　 入 1 1 8 ,2 1 0 　 1 4雑 　 　 　費 5 0 ,2 4 2
4 7設 備 資 金 借 入 金 収 入 0
　 0 1設 備 資 金 借 入 金 収 入 0 3 2事 　業 　費 　支 　出 1 ,9 4 6 ,1 0 6
4 8引 当 金 戻 入 1 ,1 0 0 ,0 0 0 　 0 1研 修 会 開 催 費 86 0 ,0 0 0
　 0 1修 繕 引 当 金 戻 入 0 　 0 2レ ク リ ェ ー シ ョン 活 動 費 1 ,0 3 1 ,5 0 0
　 0 2備 品 等 購 入 引 当 金 戻 入 0 　 0 3分 会 活 動 費 0
　 0 3人 件 費 引 当 金 戻 入 1 ,1 0 0 ,0 0 0 　 0 4調 査 啓 発 事 業 費 0
4 9積 立 金 戻 入 0 　 0 5機 関 紙 出 版 費 54 ,6 0 6
　 0 1建 設 積 立 金 戻 入 0 　 0 6そ の 他 の 事 業 費 0
　 0 2そ の 他 の 積 立 金 戻 入 0

3 3本 部 会 費 29 6 ,0 0 0
　 0 1本 部 会 費 29 6 ,0 0 0
3 4近 畿 ブ ロ ッ ク会 費 2 ,0 0 0
　 0 1近 畿 ブ ロ ッ ク会 費 2 ,0 0 0
3 5雑 　支 　出 1 8 ,0 0 0
　 0 1慶 　弔 　費 0
　 0 2雑 　支 　出 1 8 ,0 0 0
3 6積 立 金 繰 入 0
　 0 1建 設 積 立 金 繰 入 0
　 0 2そ の 他 の 積 立 金 繰 入 0
3 7引 当 金 繰 入 0
　 0 1修 繕 引 当 金 繰 入 0
　 0 2備 品 等 購 入 引 当 金 繰 入 0
　 0 3人 件 費 引 当 金 0

　 　 当 　期 　収 　入 　額 　計 3 ,7 4 0 ,5 7 8 　 　 当 　期 　支 　出 　額 　計 3 ,5 3 0 ,4 4 3
　 　 　 　 　前 期 繰 越 金 0 　 　 　 　 　当 期 繰 越 金 21 0 ,1 3 5

　 　 　収 　 　入 　 　合 　 　 計 3 ,7 4 0 ,5 7 8 　 　 　支 　 　出 　 　合 　 　 計 3 ,7 4 0 ,5 7 8

　 　 　 　 　 　 　     　 　 　 　 　 　 　 　 　 ２ ０ ０ 4年 度 　収 支 決 算 書
      　 　 　 　 　 　 　 　 　                　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 自 2 00 4 .4 .1至 2 0 0 5 .3 .3 1
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二

月

運
営
委
員
会

要
望
書
提
出
（
七
日
）

三

月

運
営
委
員
会

機
関
紙
「
支
え
る
」
発
行

守
る
会
関
係

◆
近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
運
営
委
員
会

平
成
一
六
年

四
月

三
日
（
土
）大

阪
府
立
青
少
年
会
館

平
成
一
六
年

六
月

五
日
（
土
）

〃

平
成
一
六
年
一
〇
月

二
日
（
土
）
ア
ピ
オ
大
阪

平
成
一
六
年
一
一
月
二
七
日
（
土
）大

阪
府
立
青
少
年
会
館

平
成
一
七
年

二
月

四(

土
）
〜
五
日
（
日
）

和
歌
山
県

（
１
泊
研
修
）

◆
全
国
大
会

平
成
一
六
年

六
月
一
二
〜
一
三
日

平
成
一
六
年

六
月
一
二
〜
一
三
日

東
京
本
部

四
〇
周
年
記
念
大
会

品
川
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル

「
重
症
児
者
の
よ
り
よ
い
療
育
の
た
め
に
」

四
〇
周
年
記
念
式
典

明
治
神
宮
会
館

◆
４
専
門
部
会

平
成
一
六
年

九
月

四
日
（
土
）
神
戸
市
身
障
セ
ン
タ
ー

◆
ブ
ロ
ッ
ク
研
修
会
議

平
成
一
七
年

一
月
一
五
日
（
土
）

奈
良
県
文
化
会
館
（
奈
良
県
支
部
）

「
国
立
病
院
機
構
に
お
け
る
重
症
児(

者)

福
祉
の
制
度
に
つ
い
て
」

「
重
症
心
身
障
害
児
施
設
の
望
ま
し
い
あ
り
か
た
に
つ
い
て
」
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基
本
方
針

重
度
の
障
害
を
持
っ
て
い
て
も
一
人
の
人
間
と
し
て
の
人
格

と
個
性
を
持
っ
て
い
る
こ
と
を
認
識
し
、
重
症
心
身
障
害
児
・

者
が
当
た
り
前
の
人
と
し
て
、
当
た
り
前
の
生
活
を
続
け
ら
れ

る
こ
と
を
支
え
て
い
き
ま
す
。

活
動
方
針

地
域
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
目
指
し
、
平
成
一
九
年
完
成

予
定
の
重
症
心
身
障
害
児
施
設
建
設
の
一
助
と
な
る
活
動
を
し

ま
す
。
重
症
心
身
障
害
児
者
当
事
者
の
ニ
ー
ズ
に
沿
っ
た
支
援

者
育
成
の
た
め
の
研
修
会
を
執
り
行
い
ま
す
。

昨
年
一
〇
月
、
障
害
者
自
立
支
援
法
（
案
）
が
厚
生
労
働
省

か
ら
発
表
さ
れ
、
改
革
案
が
世
に
出
ま
し
た
。
最
大
注
目
点
は
、

応
能
負
担
が
応
益
負
担
と
な
り
所
得
に
応
じ
た
負
担
額
か
ら
支

援
を
受
け
た
１
割
負
担
と
な
る
こ
と
で
す
。
国
は
低
所
得
者
の

た
め
の
上
限
設
定
や
減
免
措
置
を
講
じ
る
と
し
て
い
ま
す
が
、

実
態
と
し
て
は
扶
養
の
要
件
が
「
世
帯
」
に
な
る
等
、
減
免
の

対
象
に
な
る
に
は
難
し
い
と
考
察
さ
れ
、
多
く
の
方
が
苦
し
ま

れ
る
の
で
は
な
い
か
と
懸
念
さ
れ
ま
す
。

障
害
の
重
い
人
ほ
ど
沢
山
の
医
療
・
支
援
が
必
要
で
負
担
が

多
く
な
る
と
い
う
考
え
方
に
当
会
は
反
対
し
、
集
会
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
、
機
関
紙
等
を
通
じ
活
動
を
展
開
し
ま
す
。

ま
た
、
会
員
か
ら
の
相
談
業
務
需
要
、
こ
れ
か
ら
の
福
祉
情

勢
を
勘
案
し
、
権
利
擁
護
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

事
業
計
画

１
．
会
員
の
拡
大
の
た
め
の
事
業

◆
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
配
布
、
会
員
に
向
け
た
勉
強
会
等
を
開
催

し
、
会
活
動
の
理
解
を
拡
げ
る
。
ま
た
、
各
メ
デ
ィ
ア
を
利
用

し
た
広
報
活
動
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

◆
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
運
営
に
よ
り
、
情
報
の
発
信
及
び
情
報
交

換
の
場
を
持
ち
ま
す
。

２
．
研
究
に
関
す
る
事
業

◆
会
員
並
び
に
関
係
者
等
の
情
報
交
換
及
び
研
修
の
場
と
し
て

実
施
し
て
い
る
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
、
並
び
に
強
度
行
動
障
害
に
関

す
る
研
修
会
等
の
各
種
の
研
修
会
等
を
開
催
し
ま
す
。

☆
重
症
児
者
の
介
護
に
関
す
る
研
修
会

☆
強
度
行
動
問
題
に
関
す
る
研
修
会

３
．
交
流
事
業

◆
会
員
相
互
の
交
流
の
た
め
の
事
業
、
並
び
に
情
報
交
換
等
の

た
め
の
会
員
に
よ
る
集
会
等
の
実
施
。

☆
家
族
交
流
会
の
実
施

４
．
啓
発
事
業

◆
大
阪
府
並
び
に
各
市
に
積
極
的
に
情
報
提
供
を
行
う
と
共
に

実
態
に
応
じ
た
施
策
の
実
施
を
求
め
て
い
き
ま
す
。

６
．
機
関
紙
の
発
刊

◆
会
員
相
互
の
情
報
交
換
や
情
報
提
供
の
場
と
し
て
、
ま
た
、

会
活
動
の
広
報
の
場
と
し
て
機
関
紙
「
支
え
る
」
を
発
刊
し
、

会
の
活
動
の
強
化
及
び
会
員
の
拡
大
に
繋
げ
ま
す
。

（
年
間
六
回
発
行
）

◆
◆
月
別
活
動
予
定
◆
◆

四

月

運
営
委
員
会

五

月

運
営
委
員
会

機
関
紙
「
支
え
る
」
発
行

六

月

第
一
二
回
定
期
総
会
（
一
一
日
）

記
念
講
演
会
（
四
天
王
寺
さ
ん
め
い
苑

さ
ん
め
い
会
共
催
）

七

月

運
営
委
員
会

機
関
紙
「
支
え
る
」
発
行

八

月

運
営
委
員
会

九

月

運
営
委
員
会

機
関
紙
「
支
え
る
」
発
行

一
〇
月

運
営
委
員
会

交
流
キ
ャ
ン
プ

一
一
月

運
営
委
員
会

機
関
紙
「
支
え
る
」
発
行

強
度
行
動
障
害
問
題
を
考
え
る
講
演
会

（
近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
共
催
）

一
二
月

運
営
委
員
会

一

月

運
営
委
員
会

機
関
紙
「
支
え
る
」
発
行

二

月

運
営
委
員
会

三

月

運
営
委
員
会

機
関
紙
「
支
え
る
」
発
行

守
る
会
関
係

◆
近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
運
営
委
員
会

平
成
一
七
年

四
月

二
日
（
土
）大

阪
府
立
青
少
年
会
館

平
成
一
七
年

六
月

四
日
（
土
）
砂
子
療
育
園

平
成
一
七
年
一
〇
月

一
日
（
土
）
ア
ピ
オ
大
阪

平
成
一
七
年
一
一
月
二
六
日
（
土
）大

阪
府
立
青
少
年
会
館

平
成
一
八
年

二
月

大
阪
府
（
１
泊
研
修)

◆
全
国
大
会

平
成
一
七
年

六
月
一
八
〜
一
九
日

香
川
県

◆
４
専
門
部
会

平
成
一
七
年

九
月
三
日
（
土
）
神
戸
市
身
障
セ
ン
タ
ー

◆
ブ
ロ
ッ
ク
研
修
会
議

平
成
一
八
年
一
月
二
一
日
（
土
）
滋
賀
県
支
部
担
当

平
成
十
七
年
度
事
業
計
画

―５―

科 　 　 　 　 　 　目 金 　 　額 科 　 　 　 　 　 　目 金 　 　額
4 1会 　費 　収 　入 9 6 0 ,0 0 0 3 1事 　務 　費 　支 　出 71 0 ,0 0 0
　 0 1正 会 員 会 費 収 入 76 0 ,0 0 0 　 0 1職 員 俸 給 0
　 0 2協 力 会 員 会 費 収 入 20 0 ,0 0 0 　 0 2職 員 諸 手 当
42寄 付 金 収 入 50 0 ,0 0 0 　 0 3賃 　 　 　金 0
　 0 1寄 付 金 収 入 50 0 ,0 0 0 　 0 4法 定 福 利 費
43事 　業 　収 　入 2 5 0 ,0 0 0 　 0 5旅 　 　 　費 11 0 ,0 0 0
　 0 1バ ザ ー 収 入 0 　 0 6一 般 物 品 費 10 0 ,0 0 0
　 0 2そ の 他 の 事 業 収 入 25 0 ,0 0 0 　 0 7固 定 資 産 物 品 費 0
4 4補 助 金 収 入 0 　 0 8印 刷 製 本 費 10 0 ,0 0 0
　 0 1地 方 公 共 団 体 補 助 金 収 入 0 　 0 9光 熱 水 費 0
　 0 2公 益 事 業 補 助 金 収 入 0 　 1 0会 　議 　費 10 0 ,0 0 0
4 5本 部 助 成 金 収 入 60 0 ,0 0 0 　 1 1修 　繕 　費 0
　 0 1本 部 助 成 金 収 入 60 0 ,0 0 0 　 1 2役 　務 　費 30 0 ,0 0 0
4 6雑 　 　収 　 　入 2 5 ,0 0 0 　 1 3借 料 損 料 0
　 0 1雑 　 　収 　 　入 2 5 ,0 0 0 　 1 4雑 　 　 　費 0
4 7設 備 資 金 借 入 金 収 入 0
　 0 1設 備 資 金 借 入 金 収 入 0 3 2事 　業 　費 　支 　出 1 ,4 5 0 ,0 0 0
4 8引 当 金 戻 入 0 　 0 1研 修 会 開 催 費 70 0 ,0 0 0
　 0 1修 繕 引 当 金 戻 入 　 0 2レ ク リ ェ ー シ ョン 活 動 費 60 0 ,0 0 0
　 0 2備 品 等 購 入 引 当 金 戻 入 　 0 3分 会 活 動 費 50 ,0 0 0
　 0 3人 件 費 引 当 金 戻 入 0 　 0 4調 査 啓 発 事 業 費 50 ,0 0 0
4 9積 立 金 戻 入 0 　 0 5機 関 紙 出 版 費 50 ,0 0 0
　 0 1建 設 積 立 金 戻 入 0 　 0 6そ の 他 の 事 業 費 0
　 0 2そ の 他 の 積 立 金 戻 入 0

3 3本 部 会 費 35 0 ,0 0 0
　 0 1本 部 会 費 35 0 ,0 0 0
3 4近 畿 ブ ロ ッ ク会 費 13 ,0 0 0
　 0 1近 畿 ブ ロ ッ ク会 費 13 ,0 0 0
3 5雑 　支 　出 2 2 ,1 3 5
　 0 1慶 　弔 　費 2 0 ,0 0 0
　 0 2雑 　支 　出 2 ,1 3 5
3 6積 立 金 繰 入 0
　 0 1建 設 積 立 金 繰 入 0
　 0 2そ の 他 の 積 立 金 繰 入 0
3 7引 当 金 繰 入 0
　 0 1修 繕 引 当 金 繰 入 0
　 0 2備 品 等 購 入 引 当 金 繰 入 0
　 0 3人 件 費 引 当 金 繰 入 0

　 　 当 　期 　収 　入 　額 　計 2 ,3 3 5 ,0 0 0 　 　 当 　期 　支 　出 　額 　計 2 ,5 4 5 ,1 3 5
　 　 　 　 　前 期 繰 越 金 21 0 ,1 3 5 　 　 　 　 　当 期 繰 越 金 0

　 　 　収 　 　入 　 　合 　 　計 2 ,5 4 5 ,1 3 5 　 　 　支 　 　出 　 　合 　 　計 2 ,5 4 5 ,1 3 5

　         　 　 　 　 　 　 　 　 　  ２ ０ ０ ５ 年 度 　収 支 予 算 書

　　 　収 　 　 　入 　 　 　の 　 　 　部 　 　 　支 　 　 　出 　 　 　の 　 　 　部
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新 せいめい賠償共済（全知共済）のご案内

「重症心身障害児（者）の方も加入できる」という、共済制度です。

守る会（団体）を通じての加入となりますので、各支部で申込みを希望される

方がある場合には、申込書は、所属する団体名称のところに（全国重症心身障害

児（者）を守る会）と記入されたものを用意しておりますので、本部事務局にご

請求下さい。

社会福祉法人 全国重症心身障害児（者）を守る会

事務局（担当：山本） ＴＥＬ（０３）３４１３－６７８１～３
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第４２回重症心身障害児(者)を守る全国大会に参加して

四天王寺和らぎ苑 家族の会 津垣 良隆

私は守る会に入会して３年目を迎えましたが、昨年東京での創立４０周年記念大会に続き、本年も香

川県高松市開催の全国大会に参加しました。

１．第１日目

３つの分科会の内、第２分科会「障害者自立支援法（案）について」に参加しましたが、約７５０

人の参加で大ホールもほぼ満席でした。

講師は、厚生労働省社会・援護局障害保健福祉部の隥本課長補佐、助言者は、末光旭川荘副理事長、

秋山本会副会長で、内容は非常に充実していました。

主な点を列挙します。

(１) 障害福祉サービスの提供主体を市町村に一元化し、障害の種類にかかわらず、障害者の自立支援

を目的とした共通の福祉サービスは、共通の制度により提供する。

(２) 障害者が、企業等で働けるよう、福祉側からも支援する。

(３) 市町村が地域の実情に応じて障害者福祉に取り組み、地域の限られた社会資源を活用できるよう、

空き教室や空き店舗の活用も視野に入れて規制を緩和する。

(４) 公平なサービス利用のために、手続きや基準の透明化、明確化を行う。

国の予算に限度があるため、重度、軽度の分類を明確化して手のかからない人には少なく、手の

かかる人には多くのサービスを受けられるようにする。

(５) 増大する福祉サービス等の費用を皆で負担し支え合う仕組みの強化をする。

(６) 施設サービスについても、内容の明確化を図る。

(７) 施設体系・事業体系の見直しを行い、概ね５年程度をかけて新体系へ移行する。

(８) 重度の障害者の移動支援を行う（行動援護、重度訪問介護、移動支援事業等）

(９) 極めて重度の障害者に対するサービスを適切に確保する仕組み（２４時間ホームヘルパーがつく

と年間２，０００万円～３，０００万円かかる）

(10) 重度の障害者等への居住支援サービスの再編を行う。

(11) 平成１８年１０月より重症心身障害児施設に係る制度改正で、すべて利用契約制度となる。

(12) 利用者の費用負担と世帯の考え方（２０歳以上）について等でした。

◎ 末光先生より次のコメントがありました。

(１) 「売家と唐様で書く三代目」

江戸時代に一代目は一生懸命に働いて店を出し、二代目は、父の姿をみて育ったのでまた一生

懸命に働いてその店を大きくしたが、三代目は苦労せずに育ったため教養はあったが、商才なく

時代の流れについていけずに、店をつぶしてしまった。

重症児と重症児施設にとって今回程大変な事態はない。重症児施設がなくなるという危惧は、

予測を超える状況でハイスピードで現実になろうとしているが、危機意識を持っているのだろうか？

(２) 親は、もっと勉強をして歴史認識を深めるべきである。

(３) 守る会と施設の共同歩調が必要である。

―７―
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２．第２日目

◎「みんなで語ろう」

・ ４６歳の娘の在宅介護と親の高齢化について

・ 守る会の会員で在宅介護の人は、約２割の２，０００人である。また在宅介護をしている方々の

会員数の割合が３０％以下の支部が３２ある。在宅会員の分会の組織を作っていただきたい。

・ 自立支援法になってもサービス低下しないよう、在宅サポートの重要性を各自治体に浸透させる

必要がある。

・ 地方にはなかなか情報が届かない。できれば全国大会のようなものを、年に１、２回東京で行っ

てほしい。

・ 動く重症児部会について、各県から実状があがってこない。

・ 動く重症児者が、高齢化による機能低下で車椅子生活になってきている。

・ 成年後見人制度について

・ 北海道は、範囲が広く在宅介護の問題は大変である。

・ 子供が４０歳を超えて親も７０歳を超えてきたが、訴えるのは親しかいない。

・ 在宅介護の親の声を本部に届けてほしい。

◎ 意見発表

徳島県で在宅介護をされているお母さんと、愛媛県で在宅介護から施設入所された方のお母さ

んが発表されたが、いずれも私達の心に響くすばらしい内容でした。

―８―

天然の消臭力 エコウィン２１

ムシ暑く、イヤな臭いが気になる季節です。

臭いの元は雑菌が繁殖して腐敗してゆくのが原因と

なります。

エコウィン２１の善玉菌は腐敗から発酵へと変えてくれ

るのでニオイを元から変化させてくれます。

しかも有害菌を殺さず共生しながら悪い作用を抑え

てくれます。

使用される時はニオイの元に直接スプレーして下さい。

《使用例》

・使用後のまな板、包丁。

・魚を焼いた後のグリル

・クツの中

・汗のニオイが気になる方はシャツを着る前に直接

素肌にスプレーして下さい。

いくら汗をかいても気にならないくらいになります。

■「エコウイン２１」金額：

２５０ｍｌ(約2.5リットル）＝１,０００円

５００ｍｌ(約５リットル）＝２,０００円

１０倍に希釈して使用します

■スプレー容器:２５０円(目盛付)※必要の方のみ

エコウインって何？

エコウイン２１は自然界に在る乳酸菌・酵母菌・光
合成細菌などの８０種以上の人にとって有用な微生
物群（善玉菌／蘇生菌）を集めて培養したもの。
酒や味噌・チーズなどの発酵食品に使われて
いる微生物と同じ仲間。

有用微生物群(＝善玉菌)が活躍する時代に

化学薬品・化学農薬に代わって、水質浄化・土壌
浄化・生ゴミ分解・畜産飼料などに広く活用され
るようになってきました。

快適・安全・便利
天然成分の除菌・消臭剤
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在宅の重症心身障害児(者)の生活実態調査

（アンケート）に関する報告書について

在宅重症心身障害児(者)生活実態把握に関する調査研究会

主任研究者 川崎医療福祉大学学長 岡田 喜篤

協力 社会福祉法人 全国重症心身障害児（者）を守る会

詳細は本部へ（ＴＥＬ０３－３４１３－６７８１～３）

「重症心身障害児者介護人養成講座（基礎コース７月）」のご案内

●７月３０日(土) 10:30～16:30 早川記念会館
岸本 眞氏(河﨑医療技術専門学校・理学療法士）他

●７月３１日(日) 10:30～16:30 阪南パラドーム
岸本 眞氏(河﨑医療技術専門学校・理学療法士）他

●８月 ６日(土) 10:30～12:30
吉田 くすほみ氏（言語聴覚士） 早川記念会館
13:30～15:30
藤井 建一氏（耳原総合病院小児科Ｄｒ）

◎定 員 ５０名（全３日間受講可能な方）
◎受講費 ５，０００円（テキスト、教材等を含む）

※詳細は別紙をご覧下さい

大阪府重症心身障害児・者を支える会(全国重症心

身障害児(者)を守る会の大阪支部)への入会につい

てご案内いたします。

【個人会員】 ◎年会費 8,400円

本部「両親の集い」、本会「支える」発行購読料含む

◎年会費 3,600円

本会「支える」発行購読料含む

【法人・団体会員】◎年会費 10,000（１口）

本部「両親の集い」、本会「支える」発行購読料含む

【協力会員】 ◎年会費 3,000円（１口）

（運営資金の協力会員）

本会「支える」発行購読料含む

☆申込み・問い合わせは事務局までお願いします。

「支える会」入会のご案内

―９―

平成17年7月16日発行 （毎月６回１の日、５の日発行） ＯＴＫ増刊通巻第3343号 昭和51年９月７日 第３種郵便物認可

―10―

発
行
所

大
阪
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体
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団
体
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期
刊
行
物
協
会

〒
五
六
五
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〇
八
五
一

吹
田
市
千
里
山
西
六
―
二
七
―
二

定
価

五
〇
円

（
会
員
の
方
は
会
費
の
中
に
含
ま
れ
て
い
ま
す
）

昨
年
、
経
営
難
か
ら
プ
ロ
野
球
界
再
編
騒
動
が
話

題
と
な
り
ま
し
た
。
経
営
側
の
立
て
直
し
、
選
手
達
の

苦
悩
、
何
度
も
ぶ
つ
か
り
話
し
合
い
が
行
わ
れ
、
プ
ロ

野
球
改
革
の
目
玉
と
し
て
交
流
戦
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

結
果
、
観
客
動
員
数
で
言
え
ば
パ
リ
ー
グ
球
団
は
動
員

を
伸
ば
し
、
セ
リ
ー
グ
球
団
は
逆
に
減
っ
た
と
こ
ろ
が

多
く
、
全
体
で
い
え
ば
交
流
戦
前
の
リ
ー
グ
戦
平
均
２

万
２
７
９
３
人
か
ら
約
３
％
増
に
と
ど
ま
っ
た
だ
け
だ

そ
う
で
す
が
、
社
会
の
関
心
の
高
さ
か
ら
い
え
ば
改
革

は
芽
吹
き
だ
し
て
い
る
よ
う
に
思
え
ま
す
。

プ
ロ
野
球
改
革
元
年
の
交
流
戦
初
制
覇
し
た
の
は
、
千

葉
ロ
ッ
テ
マ
リ
ー
ン
ズ
で
し
た
。
こ
こ
数
年
は
、
決
し
て

強
い
と
は
い
え
な
か
っ
た
チ
ー
ム
で
し
た
が
、
フ
ァ
ン
を

ベ
ン
チ
入
り
２
５
人
に
続
く
２
６
番
目
の
選
手
と
位
置
付

け
、
試
合
で
ベ
ン
チ
に
背
番
号
「
２
６
」
の
ユ
ニ
ホ
ー
ム

を
掲
げ
る
姿
勢
は
、
皆
さ
ん
に
大
き
な
感
動
を
与
え
て
い

ま
す
（
ベ
ン
チ
入
り
で
き
る
選
手
は
２
５
人
）
。

選
手
、
フ
ァ
ン
が
一
丸
と
な
り
試
合
に
挑
む
ス
タ
ン

ス
が
荒
波
を
乗
り
越
え
好
成
績
に
つ
な
が
っ
て
い
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？
激
動
の
変
革
を
迎
え
た
障
害

福
祉
に
と
っ
て
交
流
戦
や
２
６
番
目
の
ユ
ニ
フ
ォ
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ム

は
ど
の
よ
う
に
な
る
の
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し
ょ
う
。
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口
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五
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八

大
阪
府
重
症
心
身
障
害
児
・
者
を
支
え
る
会

編

集

後

記

「支える会」事務局
〒５４５－００２１

大阪市阿倍野区阪南町５－１５－２８

育徳コミュニティーセンター２階

大阪府重症心身障害児・者を支える会

会長 鈴木 祥子

ＴＥＬ ０６－６６２４－２５５５

ＦＡＸ ０６－６６２４－２５６５

＜郵便振替＞ ００９３０－９－６９５９８

支える会ホームページのご案内
ドメイン名 http://www.sasaeru.or.jp/

メールアドレス osaka@sasaeru.or.jp

◎様々な御意見・御質問や情報をメールや

掲示板にお寄せ下さい。

全国・各地へ

リンクあり！

<

郵
便
振
替>

０
０
９
３
０
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ー
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５
９
８

大
阪
府
重
症
心
身
障
害
児
・
者
を
支
え
る
会

《
会
費
納
入
に
つ
い
て
》

平
素
よ
り
、
本
会
の
活
動
に
御
理
解
と
御
尽
力
を
賜
り
誠
に
有
難

う
ご
ざ
い
ま
す
。

さ
て
、
本
会
の
平
成
十
七
年
度
会
費
の
納
入
時
期
が
参
り
ま
し
た

の
で
、
ご
連
絡
申
し
上
げ
ま
す
。
今
後
も
重
症
心
身
障
害
福
祉
の
為

に
全
力
を
尽
く
し
ま
す
の
で
皆
様
の
更
な
る
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ

う
心
よ
り
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
既
に
納
入
が
お
済
み
の
方
に
は
あ
し
か
ら
ず
お
許
し
を
賜
り
ま
す

よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

強度行動障害問題を考える研修会

日 時： 平成１７年９月４日(日) 10:00～受付

11:00～12:30講演 12:30～13:30昼食 13:30～14:30講演

場 所： 大阪科学技術センター

主 催： 大阪府重症心身障害児・者を支える会

全国重症心身障害児(者)を守る会・近畿ブロック（共催）

定 員： ２００人
※詳細は別紙をご覧下さい

「行動障害を示す方たちへの取り組み」
寺尾 孝士氏（おしまコロニー 星が丘寮施設長）


